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１． まえがき 

私たち仁科ロボット班は毎年夏に開催され

る仁科ロボットコンテストへの出場を目標に

夏休み期間を全て費やし、ロボット製作に取り

組んだ。私達は完成したロボットを水島の工業

発展を願って、「水島 TEC２号」と名付けた。

図１は実際のロボットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 水島TEC２号 

２．原  理 

Arduinoを使用。保存したプログラムを実行

することで、タイヤ・アームを遠隔制御する。タ

イヤの回転方向をコントローラーで変えることで

旋回も出来る。 

 

 

 

 

 

 

図 2 Arduino取り付け 

 

３．研究内容 

(１) 作戦会議 

私達は、どのようにして試合を攻略するか作戦

を練ることにした。競技台は毎年異なるが、今年

は「ゴミの山？分ければ資源！」というテーマの

元、各ブロックをエリア別に運ぶという難題だっ

た。図3からわかるようにブロックの種類が多い。

これをどうやって取るのかを話し合った。その結

果、輪投げの輪を確実に取ろうということになっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 各ブロックリスト 

 

(２) 設計・組み立て 

最初に、コンテストに出場させるロボットの骨

組みの製作に取り掛かった。アルミの棒を加工し

て骨組みを製作した。ドリルでアルミの棒に穴を

空けてねじで固定、数が多いので大変だった。し

かし、骨組みは基礎となる大事な部分なので丁寧

な作業を心掛けた。組み合わせるところを合わせ

ることが難しかった。 

今年は図４ようにブロックを設置する台に高

さがある。それに対応できるようロボットも設置

する台の高さに合わせて設計した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 4 今年の競技台 

 

次にアームの設計に取り掛かった。一つ目は、

洗濯はさみを使った輪投げの輪を取るためのアー

ムを考案した。モータを巻いたり緩めたりするこ

とで洗濯はさみが開閉するという原理である。し

かし、洗濯はさみの金具が固くて、モータが巻き

上げることができず、上手く開閉することができ

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図５ 組み立ての様子 

 

二つ目は、UFOキャッチャーのアームを参考

した、図６のようなツメを設計した。こちらはモ

ータがうまく作動してくれたのでこのアームを採

用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 投げの輪を獲るアーム 

 

ゴミの山Cの穴あきブロック達は、図７のアル

ミで製作した棒で刺し込んだ。位置を合わせてか

ら機体を前進させることで一気にブロックを取る

作戦だ。その上に載っているピン球やコーン等の

穴がないブロックは挟むことにした。最初は吸い

込むアームを作成しようと考えていたが、バキュ

ームが手に入らず断念した。ゴール前に進入禁止

のラインがあるため、このアームはかなり機体の

前につけなければならない。そうすると重心が前

に寄ってしまうので、発泡スチロールを使うこと

で軽量化し安定させようとした。しかし、どうし

ても前に傾いてしまったので後ろに重りを置くこ

とで解決した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 穴あきブロックをとるアーム 

 



次に機体を動かす重要な部品となるタイヤを

設置することにした。タイヤの取り付けは少々困

難だった。まず電源装置から電流を流して、使え

るタイヤパーツを集めることにした。すると、電

源装置の電極を変えてタイヤの導線に繋ぐとタイ

ヤが前後逆に回転することが分かった。タイヤが

どの電極でどのように回転するのか記録し、前後

に動くことが出来るようになった。ここからコン

トローラーのボタン一つで旋回も出来るように仕

上げたいので、タイヤの回転する向きに注意を払

って取り付けをおこなった。 

アームが完成したロボットを設置して、競技シ

ュミレーションを行い、何度も試行錯誤を繰り返

した。実際に動かすことで、今まで見つからなか

った問題点が見つかった。その度に改良し、より

得点を稼げるようにアームを改造した。 

 

4.コンテストの様子 

コンテストはコロナ禍により、競技の様子を

ビデオカメラで撮影して、本部に送るリモート形

式となった。自分たちが毎日学校に通って製作し

たロボットを動かすことができて達成感を感じ

た。競技終了後、二つ改良点が見つかった。一つ

は、前後と旋回しか出来ないプログラムでロボッ

トを動かしているので、斜めと真横に動かすこと

が出来ないので操作性が悪く不便に感じた。二つ

は、機体が重くてタイヤが突然止まることが多か

った。もっと軽量化に取り組むべきだった。 

 

5.まとめ 

 私たちはロボコンへの出場経験がなく、結果は

残すことが出来なかった。大会への未練はもちろ

んあるが、何よりやり切ったことへの喜びが感情

から溢れていた。この経験は決して無駄ではなか

ったと皆思っている。完成したロボットは当初の

イメージとはだいぶかけ離れたものだったが、し

っかりブロックをつかむことが出来たので結果的

には良かった。だが、完成は締切ギリギリだった

ので、計画性をもって作業を行うことが出来なか

ったことが反省点に挙がった。 

 

6．あとがき 

石田 嵐斗（リーダー） 

私がロボコンに出場した理由は、父にロボコン

への出場経験があり、ロボコンの話を嬉しそうに

語る父にいつしか憧れを抱いたからである。毎日

学校に来て、製作活動を行うのは身体的に負担が

かかった。だが、最後までやり遂げようとする心

を一つに完成させることが出来た。同じ志を持っ

たチームメイトと製作活動をできたことはよい経

験になった。当時の父と同じ景色を見ることがで

きて、本当によかった。 

 

穴田 大 

私たちは六月から夏休みの終わりまで、長い時

間をかけてロボットを製作した。ロボット製作の

知識がない状態から製作を始め、何度も困難に直

面したが、全員で協力してロボットを完成させた

時は、時間をかけて作っただけあって達成感があ

った。成績は残せなかったが、この経験は無駄で

はなかった。ロボコンへの出場は、私の成長を実

感させるきっかけになった。 

 

兼信 瀬風 

ロボットの知識が全くないのにロボコンへ参

加することになり、最初はとても不安だった。成

り行きではあったがロボコンへ参加することがで

きたので良かった。 

作業面で役に立つことはできなかったが、でき

ることを手伝ったり意見を出したりしてきちんと

ロボットの制作にかかわることができた。思うよ

うな結果が出なかったので悔しい。 

しかし、暑い中チームメイトとロボットの製作

にあたったこの夏休みはとても楽しかった。そし

て決して忘れることのない思い出になった。 
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